
↑挨拶に立つ

青山委員長

↑静岡生公連

高橋事務局
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な
で
運
動
進
め
る
た
め
、
仲
間

を
増
や
す
こ
と
が
重
要
。

今
後
コ
ロ
ナ
が
ど
う
な
る
か

分
か
ら
な
い
。
春
以
降
の
状
況

と
同
様
の
事
態
と
な
っ
た
時
、

労
働
組
合
運
動
を
ど
の
様
に
進

め
る
か
。
積
極
的
な
議
論
を
求

め
る
。

本
来
で
あ
れ
ば
議
長
の
岩
本

が
来
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
代

理
で
挨
拶
す
る
。

静
岡
県
生
公
連
は
二
〇
一
〇

年
頃
か
ら
活
動
し
て
い
る
。
よ

う
や
く
静
岡
県
で
公
契
約
条
例

制
定
の
動
き
が
あ
り
、
二
月
頃

に
は
制
定
さ
れ
そ
う
。
岐
阜
同

様
で
理
念
条
例
で
あ
り
不
十
分

で
は
あ
る
が
、
条
例
制
定
後
も

い
ろ
ん
な
運
動
を
し
て
い
き
た

い
。
中
部
で
残
る
は
三
重
県
の

み
。
要
請
に
対
し
、
対
応
者
は
、

「
議
員
、
組
合
か
ら
も
突
き
上

る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
る
。

賃
下
げ
勧
告
を
許
さ
な
い
よ
う

運
動
が
必
要
と
な
る
。

定
年
延
長
は
、
検
察
庁
が
ら

み
で
廃
案
と
な
っ
た
。
同
じ
法

案
は
提
出
で
き
な
い
。
七
割
補

償
が
気
に
入
ら
な
い
と
の
主
張

も
一
部
に
あ
り
、
心
配
な
状
況
。

七
月
豪
雨
の
他
、
全
国
に
テ

ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
派
遣
も
さ
れ
て

い
る
。
整
備
局
と
し
て
五
六
年

ぶ
り
に
定
員
純
増
、
中
部
で
も

三
名
増
員
さ
れ
た
が
ま
だ
不
十

分
。
職
員
を
増
や
す
た
め
、
働

き
方
改
革
を
進
め
る
上
で
も
重

要
と
な
る
。
職
場
議
論
で
具
体

的
な
要
求
で
の
運
動
が
重
要
。

東
海
建
設
支
部
の
組
織
率
は

一
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
多
く

の
人
に
加
入
の
訴
え
が
必
要
。

自
分
自
身
の
処
遇
も
大
切
だ

が
、
国
民
本
位
の
公
共
事
業
推

進
で
き
る
体
制
拡
充
を
、
み
ん

コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
会
と
な
っ

た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
等
の
意
見
も

あ
っ
た
が
対
策
を
と
っ
て
通
常

開
催
と
し
た
。

人
事
院
が
八
月
一
七
日
か
ら

民
間
給
与
実
態
調
査
を
始
め

た
。
対
面
調
査
が
必
要
な
た
め

分
母
数
が
揃
う
の
か
疑
問
が
あ

る
。
民
間
の
給
与
は
報
道
を
見

る
限
り
、
病
院
、
観
光
業
を
中

心
に
厳
し
い
状
況
。
「
国
家
公

務
員
だ
け
」
と
言
わ
れ
か
ね
な

い
。
人
事
院
は
政
府
に
忖
度
す

八
月
二
九
日
、
第
二
合
同
庁
舎
で
東
海
建
設
支
部
第
六
三

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
予
防
対
策
な
ど
の
制
約
も
あ
り

ま
し
た
が
、
職
場
か
ら
の
教
訓
や
決
意
表
明
な
ど
の
意
見
で
議

案
が
補
強
さ
れ
、
満
場
一
致
で
議
案
採
択
、
新
役
員
（
下
表
参

照
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

な
お
、
東
京
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
を
踏
ま
え
本
部
か
ら
は
連
帯

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
裏
面
）
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。



↑活動の提案をする

炭竈書記長

最後は、青山委員長の「団結頑張ろう」で大会を終えました。
大会参加のみなさんお疲れ様でした！

議
案
：
満
場
一
致
で
採
択
（
監
査
報
告
含
）

役
員
：
全
員
信
任
（
信
任
投
票
）
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炭
竈
書
記
長
か
ら
は
、
中
部

地
整
の
年
齢
構
成
が
新
採
抑
制

の
下
い
び
つ
な
状
況
（
左
図
）

と
な
り
、
今
後
の
処
遇
へ
の
懸

念
、
若
年
層
へ
の
過
度
な
負
担

へ
の
危
惧
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
制
約

げ
が
あ
る
」
と
言
っ
て
お
り
、

設
計
労
務
費
と
現
場
の
乖
離
な

ど
相
談
さ
れ
て
、
生
公
連
か
ら

助
言
も
行
っ
て
い
る
。
三
重
も

重
い
腰
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い

る
。コ

ロ
ナ
禍
で
の
在
宅
勤
務
で

は
、
課
題
も
聞
い
て
い
る
。
中

に
は
体
調
を
崩
し
た
人
も
い
る

と
聞
く
。
ひ
ど
い
状
況
も
あ
る
。

国
家
公
務
員
の
増
員
・
適
正

配
置
で
現
場
管
理
強
化
、
下
請

け
実
態
の
調
査
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
要
請
し
て
い
る
。
国
交

労
組
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
運
動

を
進
め
て
い
き
た
い
。

が
あ
る
中
で
、
今
後
の
運
動
に

つ
い
て
職
場
か
ら
の
補
強
意
見

を
求
め
た
ほ
か
、
一
〇
月
に
向

け
、
人
勧
情
勢
に
よ
っ
て
は
コ

ロ
ナ
禍
で
の
勤
務
環
境
改
善
に

向
け
た
交
渉
を
配
置
す
る
旨
の

新
た
な
提
案
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
在
宅
勤
務
課

題
と
し
て
、
客
観
的
な
勤
務
時

間
管
理
が
必
要
、
超
勤
が
つ
け

に
く
い
、
業
務
多
忙
で
在
宅
勤

務
で
き
て
い
な
い
、
在
宅
勤
務

者
か
ら
深
夜
の
メ
ー
ル
が
届

く
、
普
段
勤
務
管
理
が
で
き
て

い
な
い
の
に
在
宅
時
だ
け
報
告

は
疑
問
、
仕
事
に
な
ら
な
い
の

で
休
暇
を
と
る
職
員
が
多
い
、

組
合
と
し
て
の
方
針
を
必
要

（
岐
阜
国
、
多
治
見
、
静
国
、

北
勢
）
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
他
、
職
務
課
題
で
は
係

長
採
用
者
へ
の
職
場
フ
ォ
ロ
ー

が
で
き
て
い
な
い
、
局
長
に
若

い
職
員
の
声
を
届
け
る
必
要
が

あ
る
、
テ
ッ
ク
派
遣
の
負
担
が

大
き
く
業
務
停
滞
、
研
修
無
受

講
の
若
手
派
遣
に
疑
問
、
パ
ワ

ハ
ラ
講
習
の
強
化
が
必
要
（
岐

阜
国
、
愛
国
、
三
重
）
等
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
の
関
係
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
必
要
な
活
動
は
他
組
織

の
工
夫
も
取
り
入
れ
て
実
施

を
、
組
合
員
・
未
加
入
者
に
ア

ピ
ー
ル
が
必
要
（
岐
阜
国
）
等

の
他
、
各
職
場
で
の
日
常
活
動
、

拡
大
行
動
の
教
訓
や
反
省
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

財
政
で
は
、
組
織
対
策
と
し

て
組
合
費
の
軽
減
に
つ
い
て
も

意
見
が
出
さ
れ
、
財
政
部
で
の

検
討
と
、
組
織
拡
大
の
重
要
性

を
確
認
し
ま
し
た
。


